







































































第 4学年（児童数 26名：男子 11名・女子 16名，担任 30代女性，対象児 2名），各学年 2学級の
中規模校で前年度からのクラス替えはなく，4年進級時に担任だけが変わった。対象児は 2名在籍し，
1名は ADHDの診断を受けている男児，もう 1名は ASD傾向のある女児であった。Q-U（10月実施）
では，親和型学級と判定されている（Figure 2）。
（2）D学級について
第 6学年（児童数 34名：男子 18名・女子 16名，担任 40代女性，対象児 3名），各学年 3学級の




第 5学年（児童数 27名：男子 13名・女子 14名，担任 30代女性，対象児 2名），各学年 2学級の




第 4学年（児童数 26名：男子 13名・女子 13名，担任 40代男性，対象児 3名），各学年 2学級の
Figure 2　 C学級 10月学級満足度
分布図
Figure 3　 D学級 10月学級満足度
分布図
















第 4学年（児童数 33名：男子 17名・女子 16名，担任 50代女性，対象児 3名），各学年 2学級の




第 4学年（児童数 27名：男子 16名・女子 11名，担任 40代女性，対象児 3名），各学年 3学級の
中規模校，前年度からクラス替えがなく持ち上がりで 4年生を受けもつ。対象児は 3名在籍し，1名
は ASDの診断を受けている男児，1名は ADHD傾向の男児，もう 1名は LD傾向の女児であった。
Q-U（10月実施）では，親和型学級と判定されている（Figure 8）。
Figure 5　 F学級 10月学級満足度
分布図
Figure 6　 G学級 11月学級満足度
分布図
Figure 7　 H学級 11月学級満足度
分布図

















 D ・ 教師の発言に対して，ややふざけて反応する児童
（対象児も含めて）がおり，それを聞いて学級全
体が笑うような場面が何度も見られる
 E ・ 友達との協同活動を笑顔で会話しながら行う
 F ・ 授業中に児童が一斉に笑う場面がある
自己開示・相互理解
 C ・ 活動と活動の間の時間には日常的な相互交流があ
る
 F ・ 児童は，自分の思いや考えをためらう様子はなく
言葉を発し，相互に交流している
 D ・ 友達の情報（長所，短所，家族のこと）を言うこ
とができる





 G ・ 授業中，半分以上の児童が挙手し，発言が積極的
になされる
 H ・ 授業が始まる前に，学習準備をし，個別に学習を
始めている
 I ・ 役割への希望を募ると，10名以上の児童が立候補
する場面が見られる




 G ・ 集合や整列が短時間でできる
 G ・ 授業中の私語は，ほぼない
 H ・ 整列や集合が早く学級全体で行動がそろっている
 H ・ 学級の話し合いでは，賛成の意見が続き，短時間
で学級全体の意見がまとまる
 H ・ 教師の発言に対して，肯定的な反応が多く，学級
全体のまとまりがある




 C ・ 教師の話をうなずきながら聞いている
 C ・ 授業中のグループ活動では全員が発言し，話す相
手に顔を向けて聞いている
 C ・ 自分たちで，活動前にめあての確認と，活動後の
ふりかえりを行っている
 C ・ 声を掛け合って，行動の切り替えができ，活動時
間は目的に沿って専念する
 C ・ 教師や友達の発言に対しての相槌や返答がある
 D ・ 授業中は，話し手の方に体を向けて聞いている
 E ・ 授業中，児童らはそれぞれの発言を相手の顔を見
ながら聞き，それに対しての感想や意見を伝える
対話型の授業が進行している




 G ・ 話をする教師の方を見て，話を聞いている
 G ・ 活動に入る前のめあての確認と，活動後のふりか
えりをしている
 G ・ 清掃の時間は，開始から終了までルーティン化さ
れた流れがあり，友達同士の私語はほとんどなく，
手を抜くことなく仕事をする
 H ・ 給食や清掃の時間は，学級内のルールにより無言
で取り組むことに決まっており，それに従って，
活動を行っている
 H ・ 授業中，背筋を伸ばして姿勢よく座り，話し手を
見て聞く
 G ・ 教師の発言に対して，学級の児童が「はい」とそ
ろって返事をする





 C ・ 休み時間，対象児も含め男女一緒にドッチボール
をしている場面が見られる
 D ・ 休み時間に男子と女子が一緒に遊ぶ
 E ・ 男子と女子が一緒に笑顔で日常会話をしたり，遊
んだりする場面が見られる
 F ・ 男女混合のグループを短時間で作り，活動を開始
している
 E ・ 休み時間，対象児と周囲児は 10人程度のグルー
プで一緒に遊ぶ場面が見られる
 F ・ 同じグループになることを避ける行動は見られ
ず，男女混合グループを数分で作ることができる
 D ・ 相手が変わっても友達と笑顔で会話をしている
 C ・ 男子同士，女子同士の閉鎖的なグループは見られ
ず，男子と女子の相互交流がある
対象児と周囲児の融合
 E ・ 対象児の特性による行動が表面化されておらず，
周囲児との弁別が付かない状態である




 G ・ 女子が，男子を注意するという場面が見られる




 H ・ 対象児を含めた一部の児童が別の行動をとってい
て，全体の行動から遅れる




 E ・ 教室内の整頓，窓の開け閉め，ごみ拾い，学習用
具の準備等，役割の決められていない仕事を自発
的に行う
 F ・ 給食の準備では，自分の当番でなくても，気がつ
いて自発的に活動する児童が見られる




 G ・ 「しっかりやろう」とリーダーから声がかかる場
面が見られる
 I ・ 学級全体に向けて主張できる 5～ 10名程度の児
童の意見により，全体の活動が決まることがある




 C ・ 友達に対して「ナイス！」「それいいね」等，肯
定的な言葉が発せられる
 C ・ 友達との会話の中で「ありがとう」「ごめん」と
いう言葉が頻繁に発せられる
 D ・ 友達同士で「ありがとう」や「ドンマイ」という
言葉が交わされている
 F ・ 児童同士の相互交流の中で「ありがとう」や「ご
めんね」という言葉が頻繁に聞かれる
 F ・ 一緒に活動する児童同士の会話の中で「それいい
ね」「よしやろう」という活動を促進する言葉が
かけられている
 F ・ 対象児に限らず「ここ教えて」と，友達に助けを
求める場面が見られる




 G ・ 友達の発言に対して常に拍手が送られる場面が見
られる
 G ・ 「みんなで遊ぶ日」には，係の提案する内容で全
員が一緒に遊んでいる




 E ・ 担任教師の周りに児童が集まって声を出して笑い
ながら会話をしている
 E ・ 休み時間は，7, 8人の児童が教師を囲み，話をす
る場面が見られる
 C ・ 授業終了時や休み時間に教師の傍に行き，笑顔で
教師と会話する
 D ・ 児童は自分から教師に話しかけている





 G ・ 担任教師は，4, 5人の児童が集まっているところ
に行き，話を始めると児童も笑顔で話をしている







 D ・ 対象児が授業中に発言し，周囲児から「すごい」
と賞賛される場面がある
 E ・ 対象児にだけでなく，児童一人一人が他の児童の
行動に「ありがとう，ごめん，それいいね，すご
いね」と，即時に声をかける場面が見られる
 E ・ 対象児の行動を見た周囲児が「〇〇くんて，おも
しろいね」と反応し，対象児にも笑顔が見られる
 F ・ 対象児に対して周囲児から「うまいね」「なかな
かやるじゃん」と声がかかる場面が見られる
受容的関わり
 E ・ 授業中，対象児が同じ班の友達に「どうやるの？
教えて」と声をかけている場面が見られる
 C ・ ADHD診断の対象児（男児）に対して，同じ班
の児童が教科書を見せてあげたり，「今ここだよ」
と教えてあげたりしている場面が見られる






 G ・ ADHD傾向の対象児（男児）に対して，同じ班の
メンバーが「（掃除を）ちゃんとやってよ」と伝
える場面が見られる
 H ・ ADHD傾向の対象児（男児）に対して，同じ班の
メンバーから「（グループ活動に）ちゃんと参加
して」と声がかけられている




 I ・ 対象児に対して，周囲児が率直に意見を言い，そ
れを聞いた対象児がいらいらする場面が見られる
 I ・ ASD傾向の対象児（男児）は，周囲児と言い合い
になる場面が何度か見られる
対象児への関わりの希薄さ
 G ・ 周囲児が対象児を避ける様子は見られないが，対
象児に対して周囲児から話しかけることは，ほと
んどない




 C ・ 周囲児は，対象児に対して特別な対応はしていな
い
 D ・ 休み時間は対象児が 10人程度の友達と校庭で一
緒に遊ぶ姿が見られる
 D ・ 清掃中に，対象児が他の児童とふざけ合っている
と同じ班の女児から注意され，「ごめん」と謝っ
ている場面が見られる




 F ・ 休み時間には周囲児と対象児が一緒に笑いなが
ら，話をする姿が見られる




 G ・ 対象児が話しかけると，無視はしないが，笑顔で
対話する場面は見られない
 G ・ 対象児が周囲児に話しかける場面があったが，一
緒にふざけ合うような様子は見られない





 G ・ ADHD傾向の対象児（男児）は友達と二人で，休
み時間に木の枝を削って尖らせる遊びを続けてい
る場面が見られる
 G ・ ADHDの対象児（女児）は，自分の弟やその友達
と追いかけっこをして遊んでいる場面が見られる
 I ・ 休み時間，ASD傾向の対象児（男児）は紙で工作
をしている





 F ・ 周囲児は，対象児の言い分にも耳を傾け，「じゃ
あ，こうしようか，どう？」と，同意を得てグルー
プ活動を進める場面がある
 D ・ トラブル時に，周囲児が対象児に「どうして，そ
んなことしちゃったの？」と行動の理由を聞く場
面が見られる





 G ・ 周囲児が対象児を注意するような場面はなく，対
象児に対する関わりは主に教師が行う
 G ・ 周囲児は，対象児に「おまえがやれよ」と言われ
たが，対象児に対して言い返すことはせず，その
場を離れる場面が見られる







 D ・ ほめるときも注意するときも，児童にその理由を
伝えている
 D ・ 「どうしたらいいか，自分たちで考えてごらん」
と児童に声をかける場面が見られる
 E ・ 教師の話の最中に私語をしている児童に「今，ど
うしなければならないの？」「それはどうして？」
と，強い口調で問う場面がある





 F ・ 児童の自発的な学級への貢献行動や友達への援助
行動を発見したときは，肯定的な評価をして学級
全体に紹介している
 C ・ 教師は個々の児童の様子を見て，児童の良い言動
を学級全体に紹介している
 D ・ 児童同士の関わりを記録しており，肯定的な関わ
りをしている場面を随時学級全体に伝えている
 E ・ 教師は児童に話しかけられたら，顔を見て話を聞
き，承認する言葉を返している
 F ・ 休み時間は，対象児を含めた児童らと一緒にサッ
カーをし，「うまいな」「やるな」と声をかけてい
る




 H ・ 児童に対応するときの声の大きさ，表情にメリハ
リがある
 G ・ 個別に注意する内容であっても全体に向けた注意
として，話をする場面が見られる








 H ・ 対象児を含めて，よくない行動に対しては，「そ
れでいいのかな」と質問し，気付かせる対応をす
る場面がある
 H ・ 「みんなもう，〇〇しているよ」と，行動が遅れ
る児童に対して，全体の行動に気付かせるような
声掛けをしている
 H ・ 対象児の言動に対して「みんなはどう思う？」と
周囲児に評価させる対応が見られる
個別の承認
 H ・ 休み時間や給食時間には，児童をよんで個別に話
をして，「いいぞ」「がんばって」と励ましの声を
かけている




 D ・ 教師は授業中や清掃時間などに，対象児には他児
童の約 3倍の頻度で個別に声をかけている
 D ・ 対象児が授業中に手遊びをしている場面では，教
師はその都度指摘せず，時折，傍に行き雑談した
後，「やろうよ」と活動を促す声をかけている
 F ・ 一日の児童の様子を特別支援教育コーディネー
ターに細かく伝えている
対象児への予防的対応
 C ・ 教師は，対象児の話を笑顔で「うん，うん」「へえ，
そうなんだ」と相槌を打ちながら聞いている
 E ・ 教師は対象児を含めた児童の話を，笑顔で
「へぇ～，おもしろいね」と反応しながら聞いて
いる
 E ・ 教師は，授業中，対象児の不規則な発言を「よく
気がついたね」と取り上げて，「そこに気付けた
ところがすばらしい」と学級全体に伝えている
 F ・ 教師は，授業中，対象児の不規則な発言を取り上
げて，授業内容に関わる発言として評価し，他の
児童に伝えている





 G ・ ADHD傾向の対象児への授業での関わりは支援の
教師が主に行い，担任教師が声をかけることは，
ほとんどない
 H ・ 対象児の傍に行き，承認の声をかける場面がほと
んど見られない




 G ・ 対象児が，グループ活動にうまく参加できない時
には，近づいて個別に声をかけている
 G ・ 腰を落として対象児と向かい合って話を聞き，対
象児に説得的に話す場面がある
 I ・ 対象児のそばに行き，個別に励ましの声か
けや，行動のアドバイスをするなど，対
象児と向かい合って話す場面が見られる












の C, D, E, Fの 4学級は，学
級内の児童全員が満足群のエ
リア付近に位置しており，親





タイプの C, D, E, Fの 4学級
は，学級内の児童全員が「承
認得点の全国平均値－1標準偏差」より上，かつ「被侵害得点の全国平均値＋1標準偏差」より下の
















 H ・ 「先生が注意するから困った時は先生に言ってね」
と周囲の児童に伝えている
 H ・ 学級委員などのリーダーに「先に行って集合，整
列」と指示を出し，教室に残った対象児に個別に
対応する場面がある
 I ・ 「お願いね」と，周囲児に対象児への声かけをお
願いする場面がある
 I ・ 周囲児に「悪いけど，ちょっと我慢してくれると
うれしいな」と，対象児の言動への我慢をお願い
する場面がある
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